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うえだ環境市民会議の活動には、誰でも、どのプロジェクト
チームにも参加できます。参加ご希望の方は、生活環境課まで 
ご連絡ください。豊かな環境を未来に残すために、一緒に活
動しましょう。

この情報誌は自治センター、公民館、図書館、情報ライブラリー、
市生活環境課の窓口で配布しております。
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環境講演会

「SDGsを使いこなそう」

うえだ環境市民会議企画運営委員　宇野　親治

うえだ環境市民会議が主催した環境講
演会「SDGs を使いこなそう」を、令和 2
年 2月 15日（土）に中央公民館第１会議
室で開催したところ約 50名と盛況で、飯
綱町、諏訪市等遠方からも参加していた
だきました。

長野県 SDGs 担当の日詰さんより、「長
野県 SDGs 推進企業登録制度」に現状 232
者が登録していること、制度の進め方や
活かし方を説明されました。また、登録
にあたっては自社の企業活動の棚卸がで
き、課題を踏まえた気づきと行動に繋が
るので、積極的に申し込んで欲しいと話
されました。
事例紹介では 2 期登録のコムパック
システム㈱鈴木社長から、「環境経営と
SDGs で勝ち残りを目指す」と題して、エ
コアクション 21の環境経営レポートの大
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賞の優良賞を受賞するなど、社員のモチ
ベーションアップに繋がっており、個々
の取組が SDGs の 17 の目標に関わってお
り、どのような活動が必要か、各自の役
割を果たすことにより SDGs の達成に貢献
していきたいと話されました。
次いで 2期登録の NPO法人信州元気塾
の栗本施設長から「リサイクルの輪、障
がい者の自立支援を SDGs で取組む NPO
法人」と題して、使わなくなったパソコ
ンや小型家電を寄付してもらい、障がい
者が分解分別しリサイクルする仕組みを
通じて、SDGs の目標 12との関わりから、
廃棄物を 100％有価物にすることを目標
に頑張っていることを話されました。
さらに２期登録の個人事業主のシスラ
ボ・スエヒロの末広さんから、「小規模企
業向けエコアクション 21ビジネスモデル
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▲うえだ環境市民会議の末広議長挨拶

開発を SDGs で目指す個人事業主」と題し
て、ブレイクスルー思考で、あるべき姿、
問題解決策を SDGs のゴールを決めて達成
する、エコアクション 21認証・取得事業
所を年間 50 件増やすことを目指し、CO2
削減に貢献するなどのビジネスモデルを説
明されました。
最後は上田高校の白鳥先生から「上田高
校における SDGs の取り組み」について、
SGH（スーパーグローバルハイスクール）
の具体的活動として研究テーマを全員が
SDGsと関連づけていることを話され、2年
生の高野さんから「海洋汚染―マイクロプ
ラスチックの危険性と対策―」、同じく宮
島さんから「格安ファッションのカラクリ
―江戸のエコライフから学ぶ消費者のあり
方―」の課題研究の発表があり、SDGs と
関連づけた素晴らしい研究の成果でした。


